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会
派
で
は
11
月
２
日
、

茅
野
市
に
お
い
て
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。午
前

中
は
、茅
野
駅
前
の
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー「
つ

つ
じ
」を
訪
問
し
、施
設
概

要
や
相
談
実
績
、人
材
確

保
・
養
成
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
だ
き
、意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。事
業
者
か

ら
は
、運
営
費
に
つ
い
て
は

か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
が
訴
え
ら
れ
、特
に
児

童
相
談
所
か
ら
の
委
託
指
導

に
つ
い
て
の
補
助
が
国
と
県

で
基
準
に
違
い
が
あ
る
た

め
、改
善
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
を
頂
き
ま
し
た
。午
後

は
２
班
に
分
か
れ
、Ａ
班
は

茅
野
市
役
所
に
て「
こ
ど
も
・

家
庭
総
合
支
援
拠
点『
育
ち

　
あ
い
　
ち
の
』」に
つ
い

て
、Ｂ
班
は
上
諏
訪
駅
前
に

て
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら

「
諏
訪
市
四
賀
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
施
設
を
め
ぐ
る
運
動
」

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
お

話
を
お
聞
き
し
、意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。茅
野

市
か
ら
は
、「
子
ど
も
の
命

を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
」

と
い
う
観
点
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
と
し
、改
め
て

更
な
る
県
と
し
て
の
支
援

の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
市
民
団
体
の
皆
さ
ん

は
、た
だ
や
み
く
も
に「
反

対
」を
叫
ぶ
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
、学
び
、判
断
す
る

こ
と
に
心
が
け
た
と
し
、

今
回
の
活
動
を
機
に
、こ

れ
か
ら
も
地
域
の
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
感
染
症
患
者
受
入
医
療
機

関
へ
の
病
床
確
保
費
用

に
対
す
る
支
援
を
拡
充

84
億
８
３
６
７
万
円
余

〇
事
業
者
へ
の
支
援

　
利
用
回
復
の
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
還
元
や
収
益
力
強

化
に
向
け
た
新
た
な
取

組
を
行
う
高
速
乗
合
バ

ス
事
業
者
等
を
支
援

　
７
６
５
０
万
円

〇
人
や
企
業
の「
信
州
回
帰
」

の
促
進

　
本
県
へ
の
人
や
企
業
を
呼

び
込
む
機
能
を
強
化
す

る
た
め
、銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｏ
の
移
住
相
談
や
商

談
、イ
ベ
ン
ト
開
催
用
ス

ペ
ー
ス
を
拡
充

　
４
４
３
万
円
余（
債
務
負

担
行
為
４
０
９
３
万
円
）

〇「
新
し
い
生
活
様
式
」の
定
着

　
県
立
高
校
に
遠
隔
パ
ソ
コ

ン
文
字
通
訳
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、聴
覚
障
が
い

の
あ
る
生
徒
の
学
習
を

支
援         

１
２
８
万
円

『
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心

の
確
保
』

〇
災
害
拠
点
施
設
の
耐
震
対

策
や
長
寿
命
化
工
事
を

前
倒
し
し
て
実
施

　
債
務
負
担
行
為
3
2
億
６

３
７
７
万
円
余

　
11
月
定
例
県
議
会
は
、
11

月
26
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、

引
き
続
き
、医
療
提
供
体
制

の
確
保
や
事
業
者
支
援
、「
信

州
回
帰
」の
促
進
、「
新
し
い

生
活
様
式
」の
定
着
に
取
り

組
む
ほ
か
、県
民
生
活
の
安

全
・
安
心
の
確
保
な
ど
に
必

要
な
補
正
予
算
案
97
億
１
９

８
万
円
余
（
債
務
負
担
行
為

92
億
３
１
８
９
万
円
余
）

や
、人
事
案
件
等
、知
事
提
出

の
32
議
案
を
審
議
し
、い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決・同
意

し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、
我

が
会
派
提
出
の
「
子
育
て
世

代
の
実
情
に
即
し
た
児
童
手

当
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書
案
」
な
ど
議
員
提
出
６

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
４

日
間
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で

は
、
議
員
28
名
（
会
派
か
ら

は
７
名
）
が
登
壇
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
や
少
子
化
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
』

〇
医
療
提
供
体
制
の
確
保

11月定例
県 議 会

引
き
続
き
感
染
症
対
策
に
注
力

引
き
続
き
感
染
症
対
策
に
注
力

　
億
１
９
８
万
円
余
の
補
正
予
算
な
ど
可
決

　
億
１
９
８
万
円
余
の
補
正
予
算
な
ど
可
決

９7９7

補
正
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

会
派
現
地
調
査

会
派
現
地
調
査

年
頭
ご
挨
拶

年
頭
ご
挨
拶

代
表 

小
島
康
晴

代
表 

小
島
康
晴

　
新
年
を
迎
え
、
県
政
発

展
・
県
民
生
活
向
上
の
た

め
、
会
派
一
同
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
社

会
・
経
済
に
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
感
染
さ

れ
た
皆
様
や
困
難
な
状
況

に
あ
る
皆
様
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
、
医
療
従
事
者

を
は
じ
め
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
を
担
っ
て
お
ら

れ
る
皆
様
に
敬
意
を
表
し

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
集
中

豪
雨
が
県
内
を
襲
い
、
南

信
地
域
を
中
心
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
り
様
々
な

制
約
が
あ
る
中
で
す
が
、

私
た
ち
は
「
県
政
改
革
の

理
念
を
共
有
し
、
県
民
の

皆
様
の
意
見
を
広
く
い
た

だ
き
、生
活
の
向
上
に
資
す

る
県
政
の
展
開
を
図
り
、未

来
の
信
州
を
創
る
」と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
、コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
、県
内
経

済
の
好
循
環
を
つ
く
り
、

ど
な
た
に
も
居
場
所
と
出

番
の
あ
る
地
域
を
引
き
続

き
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
改
革
・
創
造
み
ら
い
」は
、

11
月
26
日
、定
例
会
開
会
日

の
午
前
、「
令
和
３
年
度
予
算

編
成
と
当
面
の
課
題
に
関
す

る
提
案
書
」を
、小
島
代
表
か

ら
阿
部
知
事
に
手
渡
し
ま
し

た
。こ
の
提
案
書
は
、会
派
に

寄
せ
ら
れ
た
県
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏

ま
え
た
も
の
で
、『
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
対
策
』19
項
目
、『
県
政

全
般（
基
本
的
施
策
）』15
項

目
、『
各
部
局
別
施
策
』１
３

８
項
目
に
わ
た
り
、「
政
策
集

団
」と
し
て
熱
い
思
い
を
込

め
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

　
冒
頭
、小
島
代
表
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
・
社
会
の
停
滞
は
、長
野

県
の
財
政
や
事
業
・
計
画
の

推
進
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。知
事
の
力
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

長
野
県
ら
し
い『
新
た
な
生

活
様
式
』の
確
立
と
、『
し
あ

わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
２
．

０
』の
一
層
の
推
進
、県
民
起

点
で
の
学
び
と
自
治
の
推
進

強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
知
事
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
様
々
な
と
こ
ろ
に
出

て
い
る
中
で
、県
財
政
も
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

県
民
の
皆
様
の
命
・
健
康
を

守
る
取
組
と
県
内
の
経
済
・

雇
用
を
守
る
取
組
。こ
れ
ら

は
非
常
に
矛
盾
す
る
部
分
も

あ
る
が
、な
ん
と
か
両
面
、し

っ
か
り
意
識
し
な
が
ら
対
策

を
講
じ
て
い
く
。い
た
だ
い

た
提
案
に
つ
い
て
は
、各
部

を
あ
げ
て
、し
っ
か
り
と
検

討
し
て
い
く
。」な
ど
と
答
え

ま
し
た
。各
議
員
か
ら
は
、収

入
減
少
世
帯
へ
の
生
活
資
金

貸
付
の
拡
大
や
利
子
補
給
制

度
の
創
設
、各
所
へ
の
専
門

人
材
の
配
置
、防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
、「
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
域
社
会
」の
形
成
に

全
て
の
県
民
や
事
業
者
が
関

与
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の

推
進
な
ど
、積
極
的
な
取
組

を
要
望
し
ま
し
た
。な
お
、こ

の
提
案
書
の
内
容
は
、会
派

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

１
７
２
項
目
　
阿
部
知
事
に
要
望

１
７
２
項
目
　
阿
部
知
事
に
要
望

令
和
３
年
度
予
算
編
成
と
当
面
の
課
題

令
和
３
年
度
予
算
編
成
と
当
面
の
課
題

▽
２
月
18
日
　
開
会

▽
25
日
　
各
党
派
代
表
質
問

▽
26
日
〜
３
月
４
日

　
　
　
　
　
　
一
般
質
問

▽
８
日
〜
15
日
委
員
会
審
議

▽
18
日
　
　
　
閉
会

２
月
定
例
会
日
程（
予
定
）

２
月
定
例
会
日
程（
予
定
）

改革・創造みらい
長野県議会

会派だより
長野県アルクマ長野県アルクマ

長野県PRキャラクター
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「アルクマ」
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総
務
企
画
委
員
会

・
県
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て

【
質
問
】県
政
モ
ニ
タ
ー
の

方
で
も
県
の
広
報
を
見
て
い

な
か
っ
た
り
、新
聞
を
購
読

し
て
い
な
い
方
が
４
分
の
１
あ

る
と
の
こ
と
。ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
？

【
答
え
】本
年
度
か
ら
16
ペ

ー
ジ
の
冊
子
を
４
ペ
ー
ジ
の

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
と
し
、
年
３

回
の
新
聞
折
込
み
、
コ
ン
ビ

ニ
配
置
な
ど
見
直
し
た
。
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
Ｗ
e
b
広
告
な

ど
積
極
的
に
活
用
し
広
報
に

努
め
た
い
。

・「
定
額
タ
ク
シ
ー
」モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て

【
質
問
】進
捗
状
況
は
ど
の

よ
う
か
？

【
答
え
】国
の
制
度
改
正
も

あ
り
実
証
実
験
は
取
り
や
め

て
い
る
。
運
賃
の
定
額
化
に

加
え
、
生
活
支
援
タ
ク
シ
ー

な
ど
事
業
者
・
市
町
村
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
若
手
職
員
の
早
期
退
職

に
つ
い
て

【
質
問
】国
家
公
務
員
の
若

手
職
員
の
早
期
退
職
が
話
題

と
な
っ
た
が
、
長
野
県
に
お

い
て
は
ど
の
よ
う
か
？
対
策

は
し
て
い
る
か
？

【
答
え
】こ
の
３
年
間
で
約

２
０
０
名
の
う
ち
８
％
が
退

職
し
て
い
る
。
就
職
前
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
就
職
後
の
研
修
な
ど

を
通
じ
、
魅
力
あ
る
職
場
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

・
基
金
の
活
用
に
つ
い
て

【
質
問
】基
金
は
ど
れ
く
ら

い
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い

る
か
？

【
答
え
】標
準
財
政
規
模
の

10
％
程
度
は
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
本
県
で
は
５
０
０
億

円
と
な
る
。

【
要
望
】非
常
事
態
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、
全
額
使
い

切
る
く
ら
い
の
覚
悟
で
臨
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

・
M
M
T
と
地
方
財
政

【
質
問
】「
自
国
通
貨
を
発

行
で
き
る
政
府
は
、
イ
ン
フ

レ
に
な
ら
な
い
限
り
、
大
量

の
国
債
発
行
を
あ
る
程
度
許

容
す
る
」
と
い
っ
た
M
M
T

（
現
代
貨
幣
理
論
）
に
つ
い

て
、
県
と
し
て
何
か
研
究
し

て
い
る
か
？

【
答
え
】特
に
研
究
は
し
て

い
な
い
が
、
制
度
と
し
て
自

治
体
は
通
貨
発
行
権
も
無
く
、

赤
字
地
方
債
の
発
行
も
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
難
し
い
と

考
え
る
。

【
要
望
】予
算
編
成
に
あ
っ

た
っ
て
、
地
域
振
興
推
進
費

を
95
％
シ
ー
リ
ン
グ
か
ら
除

外
し
、
積
極
的
に
増
額
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

 

　
警
察
委
員
会

・コ
ロ
ナ
対
策
、感
染
対
応

に
つ
い
て

【
質
問
】警
察
と
し
て
の
感

染
予
防
の
取
組
は
ど
の
よ
う

か
？

【
答
え
】「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
始
め
、
各
種
業
務
で

留
意
す
べ
き
点
を
再
徹
底
し
、

日
常
生
活
に
お
け
る
手
指
の

消
毒
の
励
行
、
現
場
で
の
マ

ス
ク
等
の
着
用
と
そ
の
都
度

の
廃
棄
、
３
密
を
避
け
る
た

め
の
分
散
勤
務
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

【
質
問
】感
染
者
や
濃
厚
接

触
者
が
で
た
場
合
の
対
応
は

ど
う
か
？

【
答
え
】共
用
部
分
の
消
毒
、

保
健
所
か
ら
指
定
さ
れ
た
濃

厚
接
触
者
や
そ
の
周
辺
職
員

を
幅
広
く
自
宅
待
機
さ
せ
、

該
当
職
場
へ
は
本
部
か
ら
の

応
援
派
遣
な
ど
に
よ
り
警
察

力
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

・
19
号
台
風
被
害
へ
の
対
応

に
つ
い
て

【
質
問
】警
察
と
し
て
の
対

応
状
況
は
ど
の
よ
う
か
？

【
答
え
】警
報
発
令
と
共
に

警
察
本
部
と
関
係
す
る
警
察

署
に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置

し
た
。
約
1
か
月
間
に
他
府

県
か
ら
の
応
援
も
含
め
延
べ

１
万
３
千
人
が
、
被
災
者
の

救
出
救
助
、
交
通
規
制
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
、
被
災
地

域
の
24
時
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、

避
難
所
の
被
災
者
支
援
等
に

従
事
し
た
。

【
質
問
】今
後
の
課
題
は
何

か
？

【
答
え
】
体
制
確
立
ま
で

に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
ゴ

ム
ボ
ー
ト
な
ど
の
装
備
資
機

材
の
整
備
、
装
備
品
操
作
の

習
熟
度
の
向
上
、
避
難
状
況

の
迅
速
な
把
握
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。

・
定
員
の
確
保
等
に
つ
い
て

【
質
問
】定
員
の
確
保
や
一

人
当
た
り
の
負
担
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
？

【
答
え
】定
員
は
３
、４
８
７

名
で
あ
り
、
平
成
23
年
よ
り

77
名
増
員
と
な
っ
て
い
る
。

警
察
官
一
人
当
た
り
の
負
担

は
平
成
22
年
は
全
国
４
位
、

令
和
２
年
は
５
位
と
高
負
担

と
な
っ
て
い

る
。
組
織
全

体
の
最
適
化

に
よ
る
負
担

の
軽
減
に
努

め
る
。リ
ク
ル

ー
タ
ー
な
ど

に
よ
り
来
年

度
の
要
員
を

確
保
し
た
い
。

　県
政
報
告
第
55
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ

の
対
応
等
に
つ
い
て
集
中
的
に
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
編
成
さ
れ
る
来
年
度
予
算
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
予
算
編
成

方
針
の
段
階
か
ら
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
県
民
生
活
向
上
の
た
め
の
政
策

提
言
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　９月
定
例
会
後
の
主
な
活
動
を

報
告
し
ま
す
。（
上
記
記
事
及
び

１
面
記
事
を
除
く
）

・
高
校
校
長
会
と
の
懇
談
会

　

　
　
　
　
　
　（
10
・
14
）

・
竜
神
大
橋
建
設
期
成
同
盟
会

総
会

　
　
　
　（
10
・
19
）

・
各
党
派
代
表
者
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

　
　
　
　
　
　（
10
・
21
）

・
国
道
１
５
２
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
要
望
活
動

　
　
　

　
　
　
　
　
　（
10
・
26
）

・
阿
南
病
院
運
営
懇
談
会

　
　

　
　
　
　
　
　（
11
・
６
）

・
建
設
業
協
会
と
の
懇
談
会

　

　
　
　
　
　
　（
11
・
６
）

・
下
伊
那
郡
南
部
地
区
議
員
会

提
言
活
動

　
　（
11
・
９
）

・
国
土
交
通
審
議
官
へ
の
要
望

活
動

　
　
　
　（
11
・
10
）

・
下
伊
那
農
業
高
校
１
０
０
周

年
記
念
式
典

　（
11
・
14
）

・
下
伊
那
郡
西
部
地
区
議
員
会

提
言
活
動

　
　（
11
・
20
）

・
飯
田
市
技
能
勤
労
者
褒
賞
式

典

　
　
　
　
　（
11
・
23
）

・
商
工
会
連
合
会
南
信
州
支
部

と
の
懇
談
会

　（
11
・
24
）

・
コ
ロ
ナ
対
策
連
絡
本
部
会
議

　
　
　
　
　
　（
11
・
27
）

・
大
宮
通
り
桜
並
木
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
12
・
12
）

・
広
域
連
合
会
議
と
の
懇
談
会

　
　
　
　
　
　（
12
・
17
）

・
知
事
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策
緊
急

提
言

　
　
　
　（
12
・
23
）

・
泰
阜
村
会
派
視
察
調
査

　
　

　
　
　
　
　
　（
12
・
24
）

活
動
日
誌

活
動
日
誌

・飯田駅地下歩道壁画
　完成式（11・22）

　中央通り３丁目の事務所

については所有者による建

物取壊しのため閉鎖するこ

ととなりました。当面、自

宅（高羽町３丁目）を事務所

といたします。

　事務所の電話（２３－８

２４０）メール（yoisisei@

mis.janis.or.jp）はそのまま

使用いたします。引き続き

よろしくお願いいたします。

事務所の移転について

　中央通り３丁目の事務所に
ついては所有者による建物取
壊しのため閉鎖することとな
りました。当面、自宅（高羽町
３丁目）を事務所といたします。
　事務所の電話（２３－８
２４０）メール（ yoisisei@
mis.janis.or.jp）はそのまま
使用いたします。引き続き
よろしくお願いいたします。

事務所の移転について

　
毎
定
例
会
の
前
段
に
知

事
と
正
副
議
長
・
各
派
代

表
者
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
今
回
（
11
月
11
日
）
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
来
年
度
予

算
編
成
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
知
事
及
び
健
康
福
祉
部

長
、
財
政
課
長
の
報
告
や

説
明
を
受
け
て
、
私
か
ら

は
次
の
点
な
ど
を
要
望
・

提
起
し
ま
し
た
。

〇
コ
ロ
ナ
感
染
の
経
路
や

原
因
を
究
明
し
て
、
県
民

に
適
切
な
対
策
を
周
知
す

る
こ
と
。

〇
繁
華
街
等
へ
の
予
防
的
な

措
置
も
含
め
た
適
切
な
対
応
。

〇
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
へ

の
財
政
支
援
。

〇
基
金
も
活
用
し
て
、
県
民

が
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う

な
積
極
的
な
予
算
編
成
。

〇
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

へ
の
分
か
り
や
す
い
取
組
。

〇
専
門
職
な
ど
必
要
な
人
員

の
確
保
。

〇
元
気
づ
く
り
支
援
金
や
地

域
振
興
推
進
費
の
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
か
ら
の
除
外
。

　
知
事
等
か
ら
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

上
で
注
意
す
べ
き
点
を
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
。
県

民
の
皆
さ
ん
が
前
を
向
い

て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
予
算
に

し
た
い
。
専
門
職
等
の
必

要
な
人
員
確
保
に
努
め
た

い
。
シ
ー
リ
ン
グ
は
す
べ

て
の
事
業
一
律
で
な
く
ト

ー
タ
ル
で
カ
ッ
ト
で
き
る

よ
う
各
部
局
と
協
議
し
た

い
。
等
と
見
解
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
予
算
編
成
で
知
事
と
懇
談

コ
ロ
ナ
対
策
と
予
算
編
成
で
知
事
と
懇
談

　
10
月
21
日
「
く
だ
も
の

の
里
ま
つ
か
わ
発
電
所
」

の
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
発
電
所
は
、

本
年
４
月
の
稼
働
予
定
で
、

片
桐
ダ
ム
の
放
流
水
を
有

効
利
用
し
、
年
間
約
５
８

０
世
帯
分
の
発
電
が
で
き

ま
す
。
建
物
は
木
質
調
の

外
壁
を
用
い
て
山
小
屋
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
環

境
学
習
の
拠
点
に
も
な
り

そ
う
で
す
。

新
た
な
水
力
発
電
へ
の
期
待

新
た
な
水
力
発
電
へ
の
期
待

警
察
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

総
務
企
画
警
察
委
員
会
の
論
議
か
ら

総
務
企
画
警
察
委
員
会
の
論
議
か
ら

11月県議会11月県議会

国
の
資
金
や
県
の
基
金
を
活
か
し

 

夢
と
希
望
の
持
て
る
予
算
編
成
を！

国
の
資
金
や
県
の
基
金
を
活
か
し

 

夢
と
希
望
の
持
て
る
予
算
編
成
を！

委員会にて

　コロナ対策のため、成人式や出初式

をはじめ様々な行事が中止や延期、縮

小開催等となっています。毎年12月下

旬に開催している私の県政報告会も延

期しました。政務活動も「新しい様式」

を模索しながら誠心誠意取り組んでま

いります。

　本年もどうぞよろしくお願いいたし

ます。

（公職選挙法により飯田下伊那地域への年賀状は欠礼いたしました）
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